
県に聞く、
2015年の産業振興
当センターと関わりの深い、岩手県の各室・課の室長・総括課長の皆さまから、
「2015年の産業振興」と題しまして、ご寄稿いただきました。
熊田理事長からのごあいさつと併せてお読みください。

新年のごあいさつ

公益財団法人
いわて産業振興センター

理事長　熊田　淳

　あけましておめでとうございます。
　昨年は、円安の進行、日経平均株価の上
昇、原油価格の下落、輸出企業の好決算な
どの一年となりました。しかし、地方において
は、必ずしもその恩恵を受けていないのでは
ないか、ということはよく指摘されております。
　とくに、被災県である本県は、復興の途
上にあり、震災前の状況を取り戻すだけで
なく、さらにそれを上回ることが求められて
おります。
　また本県に設置する計画が進められてい
る「ILCリニアコライダー」については、産学官

民挙げて、機運が盛り上がりを見せており、
ほかにも明るい話題はいろいろありますが、こ
れらを糧に、今年一年を希望に満ちた年にな
るようにしていきたいと考えております。
　微力ながら、当センターも皆さまの力とな
るよう努めてまいります。
　昨年は、「よろず支援拠点」を設置し、企
業の皆さまのお困りごとに応えられるよう、
体制を強化いたしました。
　今年も、県とともに本県の産業振興につと
めてまいります。今年もよろしくお願い申し上
げます。

　あけましておめでとうございます。
　本県のものづくり産業を始めとする製造
業は県内総生産の12％を占め、外貨獲得
の主力産業となっており、地域経済の牽引
役として今後のさらなる発展が期待されて
います。
　そのため県では、自動車関連産業につい
ては、サプライチェーンの構築や研究開発促
進などの取り組みを強力に推進しています。
　また、半導体関連産業についても、企業
間の連携強化や専門展示会などを通じ
て、取引拡大や技術力向上、先進地域と
の連携などの取り組みを積極的に推進し

ています。
　ものづくり産業が引き続き本県産業を牽
引し、人口減少の歯止めの一助として雇
用の受け皿になるためには、その基盤とな
る人材の育成・定着・高度化が特に重要で
あり、小中学校から高校、大学、企業に至
るまで、各ステージに対応したキャリア教育
支援や、高度技術者の養成が図られるよ
う、産学官一体となって推進していきます。
　今後も、ものづくり産業の振興を通じて
地域経済の強化を図り、「産業創造県い
わて」の実現に向けて、皆様とともに取り
組んで参ります。

　あけましておめでとうございます。
　当課では、地域資源を活用した①地場
産業の振興、②総合的な食産業の振興及
び③海外への輸出・事業展開の支援とい
う３つの切り口から地域経済の活性化に
取り組んでいます。
　地場産業の振興については、「いわての
物産展等実行委員会」とともに首都圏等
大消費地における物産展の開催を始め、
各種商談会・見本市への事業者の皆さん
の参加の支援等を進めています。
　沿岸地域の地域経済を支える水産加工業
の本格復興をはじめ、食産業の振興について
は、近年、助成限度額の引き上げ等を行った

「いわて希望ファンド」や「いわて農商工連携
ファンド」の活用等により、新商品の開発や、販
路の回復・拡大等の支援を進めています。
　また、海外展開については、経済成長著
しい東アジアを中心に、大連経済事務所等
の拠点機能を活用しつつ県産品の販路拡
大を図るとともに、「いわて海外展開支援コ
ンソーシアム」により県内企業の皆さんの海
外展開の支援を進めているところです。
　今年も、産業振興センターをはじめ、関
係機関と密接に連携しながら「産業創造
県いわて」、「なりわいの再生」の実現に向
け、取り組んで参りますので、どうぞよろしく
お願い申し上げます。

　あけましておめでとうございます。
　当室は、昨年、県の組織再編により発
足し、東日本大震災津波からの復興に向
けて、次世代につながる新たな産業の育
成やILC（国際リニアコライダー）の早期
実現を一体的に推進しています。
　ILCの実現に向けては、関係機関の皆
様と連携しながら国への要望や周知活
動、加速器関連産業への参入可能性調
査、外国人研究者やその家族の受入環境
整備等の検討などに取り組んでいます。
　また、現在、三陸沿岸では、大津波によ
り攪乱された海洋環境・生態系や漁場の

回復過程を解明するため、大規模な調査
研究プロジェクトが実施されています。さ
らに、海洋再生可能エネルギー（波力、洋
上風力）の研究開発プロジェクトの導入
に向けた取り組みが進められています。
県としては、こうした取り組みと連携し、海
洋研究の国際的拠点形成の促進と研究
成果の地域還元の拡大などに取り組んで
います。
　今年も、関係者の皆様とともに、ILCの
実現と科学技術振興による地域イノベー
ションの創出に向けた取り組みを進めて
参ります。

岩手県商工労働観光部
ものづくり自動車産業振興課

総括課長
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　新年あけましておめでとうございます。 
　今年は、東日本大震災津波からの本格
復興に弾みをつけ、「なりわいの再生」を
確実なものとしていく重要な年です。
　県としては、引き続き、被災事業者の事
業再開や商店街の再建について、グルー
プ補助金や津波立地補助金等により支
援を行うとともに、金融機関と連携しなが
ら二重債務問題の解決に向けた取り組
みを進めます。
　また、事業再開後の商品開発や販路
開拓などの取り組みについて、産業振興
センターや商工団体等と連携しながらき

め細かに支援していきます。 
　昨年、全国的に大きな話題となった人
口減少問題や国内外の競争の激化など
の経済社会環境の変化のもと、企業の事
業活動の活性化や産業の振興を図り、
持続可能な経済社会を実現していくこと
が重要であると考えており、県ではこれま
で以上に中小企業や商工業の振興に向
けた取り組みを推進するため、新たな条
例の制定に向けて取り組んでおりますの
で、みなさまのご理解とご協力をお願いし
ます。

岩手県商工労働観光部
経営支援課
総括課長

山 村  勉

岩手県政策地域部
科学ILC推進室

室長

千 葉  彰

新 春 企 画
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